
パルコキノシタ （Parco Kinoshita）

◎1965年、徳島県生まれ。1989 年、小学校の教員をしていた頃、「日本グラフィック展」パルコ賞受賞をきっかけに、この
ような呼び名になる。90年代、中高の美術教師を経てイラストレーターに転向、『月刊漫画ガロ』で漫画家デビュー「漂流教師」
が単行本化される。子供向けワークショップやパフォーマンス を行い広場を中心に活動をしていたという由来で 別名「公園
の木の下」とも呼ばれる。現代美術グループ「昭和 40年会」のメンバーになって以降、活動が海外へ。アジアや欧州での展
覧会多数。単独でのゲリラパフォーマンスで国際大規模展に数多く参加する。2011年、震災以降は被災地や仮設住宅でのアー
トを生かしたコミュニティの再生に奔走し、復興支援活動を現在も継続している。2017 年、石巻市での現代アートの祭典「リ
ボーンアートフェスティバル」をきっかけに宮城県に移住。現在は石巻で「日和坂アート研究舎」を主宰して展覧会を企画し
アートによる復興を目指している、故郷徳島では毎年徳島城博物館で「芸術ハカセは見た！」展を企画して地域での現代アー
ト支援をしている。専門は絵画だが牡鹿半島を拠点に木彫を始める。スマトラ沖地震最大の被災地バンダ・アチェでも アート
支援活動をしている。


